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成
熟

へ
の

小
浜
市
づ
く
り

お
ば
ま
市
議
会
だ
よ
り
を
発
行
す

る
に
当
た
り
一
言
御
挨
夢
を
申
し
上
げ

ま
す
。

最
近
に
お
け
る
わ
が
国
に
と
っ
て
の

内
外
情
勢
を
な
が
め
ま
す
と
国
際
情
勢

で
は
、

少
資
源
国
の
曲
り
角
と
申
し

ま
す
か
先
進
諸
国
と
の
貿
易
摩
擦
、

後
進
国
の
追
い
上
げ
に
よ
っ
て
、

そ

の
将
来
は
き
わ
め
て
き
び
し
い
も
の
が

あ
る
と
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

内
に
あ
っ
て
は
高
度
成
長

期
の
ツ
ヶ
が
国
債
依
存
率
の
異
常
な

る
高
さ
と
な
っ
て
現
わ
れ
第
二
次
臨

調
が
打
ち
出
さ
れ
経
済
成
長
率
も
五

打
台
よ
り
見
込
ま
れ
な
い
状
況
下
で

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
本
市
発
展

の
施
策
を
ど
の
よ
う
に
講
す
る
べ
き

か
を
考
え
ま
す
と
、

ま
ず
本
市
を
中

心
と
し
て
周
辺
の
自
治
体
と
の
地
域

違
帯
性
を
よ
り
強
く
し
共
通
、

共
同

の
地
域
発
展
の
た
め
大
い
に
心
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
産
業
開
発
の
基
盤
と
な

る
北
隆
新
幹
線
を
は
じ
め
と
す
る
交

通
体
系
の
整
備
、

あ
る
い
は
若
狭

一

帯
の
問
題
と
し
て
冷
静
に
見
つ
め
対

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原
発
問
題

等
数
多
く
の
条
件
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

一
方
、

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に

当
た
り
安
ら
ぎ
の
あ
る
街
作
り
を
基
調

と
し
な
が
ら
も
若
者
が
定
着
し
や
す
い

活
力
と
魅
力
あ
る
環
境
作
り
に
専
合

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
は
高
等
教
育
施
設
の
誘
致
、

既
設
産
業
の
充
実
、

特
色
あ
る
企
業

の
誘
致
、

商
店
街
の
近
代
化
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
こ
れ
ま
た
多
く
の
課

題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
も
市
制
施
行
以
来
二
十
年
を

数
え
人
間
で
い
う
な
ら
成
年
期
を
脱

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市

を
ほ
ん
と
う
に
成
熟
さ
す
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
問
題
の
解
決
が
あ
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
理
事
者

と
と
も
に
本
市
を
成
熟
さ
す
た
め
全

力
を
傾
注
し
努
力
を
重
ね
て
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し

て
も
こ
う
し
た
む
す
か
し
い
時
代
に
本

市
を
ど
う
す
れ
ば
発
展
さ
せ
ら
れ
る

の
か
一
人
一
人
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

英
知
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
御
叱
安
、

御
指
導
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

を
申
し
上
げ
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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九
月
十
六
日

（本
会
議
）

議
案
上
程
、

説
明
、

質
疑
、

委
員

会
付
託

九
月
十
八
日

（本
会
接
）

一
般
質
問

九
月
十
九
日

（本
会
議
）

一
般
質
問
、

請
願

九
月
二
十

一
日

（委
員
会
）

総
務
、

建
設
、

教
育
民
生

九
月
二
十
二
日

（委
員
会
）

産
業
経
済

九
月
二
十
四
日

（委
員
会
）

総
務

九
月
二
十
五
日

（本
会
議
）

委
員
長
報
告
、

質
疑
、

討
論
、

採

決
、

議
案
上
程
、

説
明
、

質
疑
、

討
論
、

採
決

十
二
月
十
四
日

（本
会
議
）

議
席
の
一
部
変
更
、

常
任
委
員
の

所
属
変
更
、

請
願
、

議
案
上
程
、

説
明
、

質
疑
、

委
員
会
付
託

十
二
月
十
五
日

（委
員
会
）

総
務

十
二
月
十
七
日

（本
会
議
）

一
般
質
問

十
二
月
十
八
日

（本
会
議
）

一
般
質
問

十
二
月
十
九
日

（委
員
会
）

建
設
、

産
業
経
済

十
二
月
二
十

一
日

（委
員
会
）

教
育
民
生

十
二
月
二
十
三
日

（本
会
議
）

委
員
長
報
告
、

質
駐
、

討
論
、

採

決
、

議
案
上
程
、

説
明
、

資
疑
、

討
論
、

採
決

９
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教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

御
頒
師
激
第
儀
駒
齢
お
科
剰
鵬
嚇
帥
藍
の

劉
願
碗
一眼
醍
ｍ
聡
真
の
結
５
に
関
す
る

抑儀
師
齢
捌
窮
絢
鵬
仮
拘
捕
噂
駿
び
費
用

脚
脚
西
謝
鯨
軒
海
郷
夢
輌
肘
糧
壬
鋪
鞠
鉦

崎
国
神
社
公
克
参
拝
に
関
す
る
意
見
書

伽
鄭
構
嚇
騒
妙
明
蘇
臥
薙
抑
貧
否
調
査
及

麹
眠
雄
梅
感
練
臨
鮒
強
初
調
議
節
県
一翻

如
駅
翻
球
諏
の
盟
物
取
り
扱
い
存
続
に
関

字
の
区
域
の
変
更

辺
地
の
線
含
襲
備
計
画

小
浜
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
観
改
正

小
浜
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正

縦
印
弱
船
猷
難
妻
副
線
荷
水
道
事
業
会
計

搬
卸
瓶
緋
臥
誌
駆
鄭
類
布
報
海
親
事
業
特

概
加
鋼
計
欲
酢
斑
抑
惑
師
一宅馳
れ
成
事
業

概
加
範
請
献
庫
護
抑
類
師
郵
勤
私
適
事
業

艶
却
覇
科
妹
無
艇
榊
醸
茄
劉
料
締
モ
軽
沌

租
獅
釘
計
徹
酵
斑
翻
惑飾
重
験
秩清
事
業

朝
却
願
肘
鉱
拒
徹
ｍ
誠
姉
（国額
韓
襲
珠
陵

認
卸
麺
耕
漱
軒
海
小
浜
市

一
般
会
計
補
正

雨
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

榊
厳
市
営
駐
車
場
投
置
及
び
管
理
衆
例
の

翻
嫉
輸
併
報
搬
抑
醐
員
の
結
与
に
関
す
る

小
浜
市
退
隅
料
等
条
例
等
の

一
部
改
正

柵
抑
釘
描
欲
酸
護
劉
（浜師
郵
錫
私
適
事
業

制
抑
範
計
欲
酪
護
劉
感師
襲
撃
渋済
事
業

詔
卸
短
針
吹
軒
海
小
浜
市

一
般
会
計
補
正

議

　

　

案

　

　

電

高
日

一
次
郎
氏
を
任
命

教
育
長
の
結
５
の
改
正

人
事
院
勧
告
に
伴
う
商
融
員
の
結
５
改
正

市
長
、

働
役
、

収
入
役
の
結
与
、

繊
員
の
報
酬
の
改
翻

人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
等

一
億
五
三
０
汚
五
千
円
の
追
加
補
正

鞭軽従厳”粧鶴輔裸没配嘉譜貌抑鞘紳騨障柳隙胎靴齢鞠抑強蜂発研黙
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市
道
六
谷
〓
号
練
道
路
拡
幅
改
良
に
つ
い
て
の
縮
台
整
備

被
保
険
者
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
動
産
賓
及
び
課
景
愛
の
増
額

い
卸
朝
加
調
ば
暖
瀬
罰
硼
麹
琳
盛
評
礎
礎
雄
礎
伽
踊
醜
廃
止
と
後
瀬
に
建
設
中

蜘
唖
蜘
蜘
線
申

皿
強
剛
蜜
翻
伽
嬢
郵

一ヽ用
珈
棒
卵
工一び
梨
駆
り
幽
輸
い
伴一。
珈
庄
輌
加

観
徳
鴎
の
利
用
見
込
み
よ
り
実
際
の
利
用
者
ガ
少
な
く

一
九
八
万
八
千
円
の
滅

工
事
費
の
確
定
に
伴
う
Ａ
七
〓
万
五
千
円
の
減
額
補
正

各
簡
易
水
道
の
修
繕
料
五
九
万
三
千
円
の
追
加
補
正

委
員
報
酬
の
改
定
、

除
伐
【
技
術
委
発
料
〓
万
六
千
円
の
追
加
補
正

鍬
剛
翻
翻
棒
酪
鋼
稼
一に碑
∞
慶
絢
耶
酎
鏑
甑
鵬
嗣
Ｆ
和
牛
、
乳
牛
の
死
亡
事
故

夢
・葬病理
帥
取
醐
韓
確
碗
諏
廠
経
唖
Ｆ
鮒
数
絢
礎
劇
能
憐
櫛
獅
陶
側
業
姓
剛
鉦
群

軸範薩様中吋印却唖顧呻蝦葬則唖抑帥酪範ヂ輸帥伽銃ど輸却鯛睡駆

賄
朝
三
十
号
線
の
露
定
、

仏
谷
村
中
線
、

多
田
山
手
縁
、

多
日
村
中
三
号
線
の

碗
荘

憾
例
薙
腿
搬
趣

て
造
成

し
て
い
た
駐
車

幡
が
完
成

し
、

こ
一

十
が

維
持

管
理

節
計
臥
購
挑
御
稲
郵
握
艦
離
祉
距
擁
初
師
助
鋏
酪
疎
例
に
優
用
さ
れ
て
い
る
障

臨
購
鮒
韓
働
甚
鵬
碓
離
悔
瀬
碇
奪
齢
拘
い
醐
割
権
上
部
が
隆陽
源
強
醐
料
の最

獣
艦
初
醐
張
、

水
量
の
稿
強
、

修
緒
、

取
り
か
え
工
亭
等
八
〇
五
万

一
千
円
の

猷
限
悌
粥
細
嫌
擁
鹿
雌
黙
銘
棚
郎
勁
嵌
栃
胸
旋
刊
臥
破部
肺
縦
睡
繰
越
金
の
健

雌伽
印
源
婦
覇
紛
闘
輸
軒
種
難
輔
報
銀
換
強
す
判
額
那
慎
環
想
藤
唖
事
醍
押
ゆ

内

容



擁
護
委
員
と
し
て
も
吉
岡
喜

一
氏
の

推
斎
に
同
意
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、

こ
の
定
例
会
に
皆
さ
ま
方

昭
和
五
十
六
年
第
四
回
定
例
市
議
　
　
か
ら
提
出
さ
れ
採
択
と
な
っ
た
請
願
、

会
は
九
月
十
六
日
か
ら
二
十
五
日
　
　
陳
情
は

「農
地
の
固
定
資
産
税
に
関

ま
で
の
会
期
十
日
間
を
も
っ
て
行
な
　
　
す
る
請
願
」、
「小
浜
市
上
野
地
係
へ

わ
れ
、

昭
和
五
十
六
年
度
小
浜
市

一　
　
　
の
生
ヨ
ン
プ
ラ
ン
ト
及
び
骨
材
置
き

般
会
計
補
正
予
算
外
二
特
別
会
計

一　
　
　
場
進
出
に
反
対
す
る
陳
情
」、
「農
林

企
業
会
計
補
正
予
算
、

小
浜
市
営
駐
　
　
い
こ
い
の
公
園
建
設
に
つ
い
て
」、

車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の
制
定
な
　
　
「市
道
大
容
三
号
線
の
改
良
に
つ
い
て
」

ど
条
例
の
制
定
、　

一
部
改
正
三
件
、　

　
　
の
請
願

一
件
、

陳
情
二
作
で
す
。

そ
の
他
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
、

工
事
請
負
契
約
な
ど
十
一
件
を
原
案

ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
で
は
監
査
委
員
と
し
て
　
　
　
昭
和
五
十
六
年
第
五
回
定
例
市
議

上
前
暗
一
氏
の
再
任
に
同
意
、

人
権
　
　
会
は
十
二
月
十
四
日
招
集
さ
れ
、
ま

！　！！一十一！一一，！！一！一！一，・！一十一十一

出
晦
鋼
主
な
条
件
と
質
疑

姦鶴麹髄期醸章舜弥報姉弊帥昨　　報鵬的体市中局萌齢つ加和姉卿。

条
例
あ
制
定

（問
）
こ
の
条
例
で
は
管
理
者
を
置

く
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
し
、

ま
た

事
故
の
場
合
賠
償
責
任
は
負
わ
な
い

と
な
っ
て
い
る
が
こ
れ
で
よ
い
の
か
。

（答
）
県
下
で
二
市
無
人
の
開
開
機

に
よ
る
駐
車
場
が
あ
り
、

こ
れ
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
で
は
購
債
責
仁
を
負

わ
な
い
と
い
う
条
例
制
定
と
な
っ
て

い
る
た
め
、

本
市
も
同
様
に
賠
償
は
、

し
な
い
と
い
う
条
例
の
制
定
を
し
た
。

責
任
が
あ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、

そ
の
場
合
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
が
可
能
か
ど
う
か
調
査
中
で
あ
る
。

（
問
）
月
ぎ
め
に
よ
る
駐
車
料
金
三

千
円
の
根
拠
を
間
う
、

ま
た
月
ぎ
め

と

い
う
こ
と
は
契
約
は

一
カ
月
ご
と

に
更
新
す
る
の
か
。

（答
）
周
辺
の
駐
車
場
料
金
を
も
十

分
勘
案
し
て
月
ぎ
め
三
千
円
と
し
た
。

ま
た
、

期
間
に
つ
い
て
は
専
用
期
間

が
長
く
な
る
と
問
題
等
出
て
く
る
と

思
わ
れ
る
の
で
最
長

一
年
で
毎
会
計

年
度
を
も

っ
て
期
間
と
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
問
）
条
例
で
は
駐
車
の
拒
否
、

禁

止
行
為
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
無
人

（答
）
無
人
で
あ
る
が
料
金
は
日
曜
、

祝
日
を
除
き
毎
日
徴
収
に
行
く
の
で
、

こ
の
時
に
違
法
行
為
の
車
が
あ
っ
た

ら
ナ
ン
パ
ー
等
か
ら
所
有
者
を
確
認

し
、

本
人
に
連
絡
を
取
り
適
正
な
駐

車
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
い
。

（問
）
月
ぎ
め
の
駐
車
場
に
つ
い
て

革
庫
証
明
が
必
要
な
場
合
市
は
こ
れ

を
出
す
の
か
ど
う
か
。
も
し
出
す
と

す
れ
ば
独
占
と
い
う
問
題
も
出
て
く

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

（答
）
車
庫
証
明
に
つ
い
て
は
他
市

で
も
や
っ
て
お
り
証
明
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
が
な
お
検
討
を
し
た
い
。

独
占
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
従
来

よ
り
県
の
漁
港
管
理
者
の
許
可
を
得

て
物
揚
げ
場
を
駐
車
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
た
方
に
便
宜
を
は
か
る
た

め
設
置
す
る
も
の
で
、

関
係
地
区
の

区
長
さ
ん
と
も
相
談
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
い
。

（円
）
賃
金
に
つ

い
て
、

こ
れ
は
臨

時
の
職
員
、

あ
る
い
は
季
節
的
な
人

夫
さ
ん
の
も
の
だ
と
思
う
が
、

新
し

く
行
政
需
要
が
増
加
し
た
の
か
。
ま

た
、

こ
の
人
た
ち
は
臨
時
職
貞
と
い
う

か
採
用
前
の
職
員
か
、

あ
る
い
は
ア

の

と
の

軍
田

　
合
〓

道
の
建
設
」
、

「国
道
二
十
七
号
線
の

高
速
自
動
革
道
並
み
改
良
」
で
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
い
す
れ
も
近
捜
、

中

部
、

北
陸
へ
所
要
時
間
三
十
分
か
ら

二
時
間
程
度
で
連
絡
が
可
能
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
中
で
比
較
的
見
通
し
が
明
る

い
も
の
と
し
て
は
北
陸
新
幹
練
で
、

自
由
民
主
党
方
針
で
は
整
備
五
線
の

う
ち
北
隆
新
幹
線
優
先
着
工
と
い
う

報
道
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、

議
会

が
行
な
い
ま
し
た
際
情
等
の
運
動
に

よ
る
中
央
関
係
機
関
の
動
き
と
し
て

は
二
月
末
に
ル
ー
ト
を
決
定
、

七

月
中
に
は
者
工
、

工
事
に
つ
い
て
は

何
期
か
に
分
け
て
行
な
う
と
い
う
話

も
あ
り
、、今

後
は
若
工
に
つ
い
て
京

都
、

大
阪
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
近
畿
方
面
か
ら
の
着
工
運
動
を
続

当

講
セ
ン
タ
ー
の
建
設
等
海
洋
資
源
を
活

用
す
る
た
め
の
話
施
設
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、

小
浜
外
港
の
整
備

も
進
め
ら
れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
議

会
と
し
て
も
念
願
の
学
国
都
市
構
想

を
進
め
、

こ
の
土
地
に
あ
っ
た
高
等

教
育
施
設
の
誘
致
を
す
べ
く
研
究
を

重
ね
、

打
診
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、　

一
方
子
供
た
ち
を
日
ご
ろ

遠
ぎ
か
り
が
ち
を
自
然
の
中
に
解
き

放
ち
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
に
眼
を
開

か
せ
た
い
、

友
だ
ち
と
同
じ
所
で
寝

食
す
る
わ
け
へ
だ
て
の
な
い
生
活
の

中
で
自
己
中
心
の
生
活
か
ら
共
同
と

思
い
や
り
の
生
き
方
へ
の
き
っ
か
け

を
つ
か
ん
で
は
し
い
等
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
国
立

少
年
自
然
の
家
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
品
調
等
か
ら
お
く
れ
る
の
で

た
だ

突
き
詰
め
れ
|ゴ
法
律
上
賠
償

す
会
期
を
二
十
三
日
ま
で
の
十
日
間

と
決
定
し
、

昭
和
二
十
六
年
度
小
浜

市

一
般
会
計
補
正
予
算
外
六
時
別
、

二
企
業
会
計
予
算
、

小
浜
市
営
住
宅

管
理
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
条
例
の

一
部
改
正
五
作
、

そ
の
他
の
案
件
二

件
を
原
案
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し

た
。ま

た
、

昭
和
二
十
五
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
外
七
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て
は
委
員
八
名
で

構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
、

こ
の
委
員
会
に
付
託
、

継
続
審
査
と

し
ま
し
た
。

人
事
案
作
で
は
教
育
委
員
会
委
員

と
し
て
高
田
一
次
郎
氏
の
任
命
に
同
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ル
バ
イ
ト
と
し
て
理
解
す
る
の
か
。

（答
）
現
在
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
職
員

が
十
名
お
り
、

こ
の
予
算
は
、

九
月

以
降
の
賃
金
総
額
か
ら
現
計
予
算
額

を
差
し
引
き
し
不
足
す
る
額
を
計
上

し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

身
分
は
ど
の
よ
う
に
理
解

す
る
か
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
人

た
ち
は
何
ら
か
の
テ
ス
ト
を
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
成
績
と
今
度
行
な
う
採
用

試
験
を
合
致
さ
せ
採
用
か
ど
う
か
を

き
め
た
い
。

（問
）
動
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
計

委
託
料
が
計
上
さ
れ
、

労
働
金
庫
か

ら
も
出
資
さ
れ
て
い
る
が
設
計
上
ど

う
な
る
の
か
。

（答
）
市
の
建
物
と
労
金
の
建
物
が

合
築
で
き
る
か
ど
う
か
県
、

国
と
協

議
中
で
合
築
が
可
能
な
場
合
、

労
金

か
ら
の
委
託
を
受
け
市
の
予
算
と
合

わ
せ
て
設
計
の
委
託
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（問
）
畜
産
業
費
に
上
根
来
肉
年
生

産
組
合
に
対
し
屁
肥
焼
却
炉
の
設
置

補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
昨
年

度
に
お
い
て
も
助
成
さ
れ
て
お
り
行

政
指
導
上
の
問
題
は
な
い
の
か
。

（答
）
昨
年
の
補
助
は
発
酵
さ
せ
る

施
設
に
対
す
る
も
の
で
季
節
に
よ
っ

て
思
う
よ
う
に
発
酵
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
、

こ
の
残
っ
た
も
の
を
焼
却

す
る
簡
単
な
炉
の
補
助
で
あ
る
。

現
在
、

市
、

農
協
、

地
元
と
三
者

一

意

を

い
た

し

ま

し

た

。

議

会

で

は

皆

さ

ま

方

の
意

思

を

反

映

す

べ
く

意

見
書

案

四

作

を

可

決

そ

れ

ぞ

れ

関
係

機

関

宛

意

見

書

を

提

出

い
た

し

ま

し

た

。

こ

の
定

例

会

に

お

い
て

皆

さ

ま

方

か

ら

提

出

さ

れ

採

択

と

な

っ
た

請

願

陳

情

は

「
北

朝

鮮

帰

還

の

日
本

人

事

の
安

否

調

査

及

び

里

帰

り

実

現

に

つ

い
て

の
帝

願

」
、

「
靖

国

神

社

公

式

参

拝

実

現

に

つ

い
て

の
請

願

」
、

「
市

道

谷

口
裏

線

の
拡

幅

舗

装

に

つ

い
て
」
、

「
市

道

地

蔵

線

の
拡

幅

改

良

に

つ

い

て
」

の
請

願

二
件

、

陳

情

二

件

で
す

。

環
境
対
策
に
つ
い
て
は
範
囲
が
非
常

に
広
く
当
面
の
問
題
と
し
て
特
に
原
子

力
防
災
対
策
、

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
現
段

階
に
お
け
る
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

原
子
力
防
災
計
画
は
、

万
が
一
の

原
発
事
故
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

こ

れ
ま
で
地
域
防
災
計
画
に
包
靖
さ
れ

て
い
た
原
子
力
防
災
対
策
を
原
子
カ

防
災
編
と
し
て
独
立
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
、

こ
の
計
画
の
基
本
と
な

る
県
の
計
画
が
昨
年
六
月
修
正
さ
れ

八
キ
ロ
か
ら
十
キ
ロ
と
対
象
地
域
が

拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
五
二

九
六
世
帯
、　

一
方
八
三
八
六
人
、

市

の
人
日
の
半
数
以
上
が
対
象
人
日
と

な
っ
た
。

現
在
は
県
の
計
画
に
基
づ

き
市
の
計
画
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
議
会

で
主
原
子
力
発
電
所
立
地
周
辺
地
域
の

視
察
を
実
施
し
て
状
況
の
調
査
と
資
料

の
収
集
を
行
な
い
、

こ
の
計
画
が
本
市

に
マ
ッ
チ
し
た
ベ
ス
ト
な
も
の
と
な
る

よ
う
調
査
、

研
究
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

原
発
問
題
に
つ
い
て
は
若

狭

一
帯
の
問
題
と
し
て
冷
静
に
対
処

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
方
、

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
四
年
度
で
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
、

二
十
七
年
度
で
は
地
元
に

対
す
る
説
明
全
を
開
催
し
処
理
区
域

の
決
定
、

処
理
場
の
位
置
決
定
、

幹

線
管
県
の
ル
ー
ト
決
定
、

ポ
ン
プ
場
の

位
置
決
定
な
ど
を
き
め
る
計
画
決
定
を

行
な
い
、

旧
市
内
二
一
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
第
一
期
工
事
の
目
標
と
し
て
事
業
認

可
を
五
十
七
年
か
ら
二
十
八
年
に
か
け

て
申
請
す
る
一〓
こ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
議
会
で
も
こ
の
事

業
は
大
き
な
財
政
負
担
を
必
要
と
す

る
事
業
で
あ
り
、

外
港
埋
立
地
に
予

定
さ
れ
て
い
る
下
本
処
理
場
問
題
を

含
め
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
を
取
り
巻
く
交
通
紹
の
整
備

は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、

基
幹

交
通
機
関
で
あ
る
鉄
道
は
単
線
で
し

か
も
非
電
化
で
あ
る
小
浜
線
の
み
で
、

古
く
か
ら
つ
な
が
り
の
深
い
京
阪
神

へ
の
連
絡
は
ほ
と
ん
ど
が
今
津
か
ら

湖
西
線
を
利
用
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
鉄
道
の
状
況
か
ら
、

現
在
の
交
通
手
段
と
し
て
は
い
き
お

い
自
動
車
の
果
た
す
役
割
り
が
大
き

な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

夏

季
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
、

朝
夕
の
通

勤
時
な
ど
は
交
通
渋
帯
が
著
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
議
会
と
し
て
も
交
通
網
な

ど
の
産
業
基
盤
の
整
備
こ
そ
後
進
性

脱
却
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
し

て
交
通
体
系
の
整
備
に
全
力
を
傾
注

し
て
お
り
ま
す
が
、

ま
す
鉄
道
に
つ

い
て
は
「北
陸
新
幹
線
の
早
期
者
工
」

「国
鉄
小
浜
線
の
電

化
≡
朋
西
線
の
小

浜
線
乗
り
入
れ
」

で
あ
り
、

道
路
に

つ
い
て
は
北
陸
自

動
車
道
と
近
畿
自

動
車
道
舞
犠
線
を

結
ぶ

「若
狭
、

丹

後
自
動
車
道
の
建

設
」
小
浜
と
京
都

を
直
接
結
ぷ

「京

都
・
小
浜
自
動
車

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、

他
の
問
題
に
つ
い
て
も
非

常
に
長
い
時
間
の
か
か
る
問
題
で
あ

り
ま
す
が
新
幹
線
と
平
行
し
て
強
力

な
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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義
務
教
育
施
設
、

社
会
教
育
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
、

屋
外
施
設
の

充
実
と
一
部
地
域
を
除
き
ほ
と
ん
ど

が
整
備
さ
れ
残
さ
れ
る
問
題
と
し
て

は
内
容
の
充
実
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
高
等
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、

以
前
か
ら
こ
の
開
静
な
文

化
財
の
里
を
学
園
都
市
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
専
門
的
な
技
能
、

技
法
の

習
得
に
よ
る
人
材
養
成
の
促
進
を
は

か
り
産
業
界
の
技
術
革
新
の
要
請
に

こ
た
え
、

既
設
産
業
の
伸
展
、

企
業

誘
致
の
資
と
し
、

ひ
い
て
は
市
政
発

展
に
大
き
く
貢
献

す
る
も
の
で
あ
る

と
し
て
用
地
の
先

行
取
得
の
準
備
を

進
め
る
と
と
も
に

高
等
教
育
施
設
の

誘
致
に
努
力
を
貫

ね
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、

国
営
、

県
営
栽
培
漁
業

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、

こ
の
ほ
ど
行
な
っ
た
関
係
機
関

へ
の
陳
情
で
は
昭
和
二
十
七
年
度
か

ら
諸
施
設
等
本
格
的
な
工
事
が
始
め

ら
れ
六
十
年
完
成
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
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近
年
に
お
け
る
漁
船
の
大
型
化
、

装
備
の
高
度
化
に
什
う
漁
業
基
地
の
．

整
備
拡
充
を
目
的
に
昭
和
四
十
八
年

度
を
初
年
度
と
す
る
第
五
次
漁
港
整

備
計
画
に
よ
り
着
工
、

そ
の
後
第
六
次

整
備
計
回
に
継
統
さ
れ
現
在
ま
で
に

四
五
億
三
二
三
〇
万
円
の
事
業
費
が

投
下
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
未

完
成
で
残
事
業
に
つ
い
て
は
第
七
次

整
備
計
画
に
繰
り
入
れ
さ
れ
る
よ
う

運
動
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

こ
れ
と
竹
行
し
て
昭
和
五

十
年
度
か
ら
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す

漁
港
関
連
土
地
造
成
事
業
も
整
移
率

は
約
七
三
％
で
目
下
用
地
配
分
の
準

備
が
進
め
ら
れ
、

今
年
の
十
月
～
十

一
月
に
は
売
却
を
開
始
し
、

二
十
八

年
に
は
一
部
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

こ
の
漁
港
整
備
及
び
埋
め
立
て
地

造
成
は
、

大
型
漁
船
の
接
岸
を
可
能

と
し
時
代
に
即
応
し
た
水
産
物
流
通

機
能
に
対
応
で
き
る
施
設
用
地
の
確

保
及
び
鮮
魚
取
り
械
い
業
者
、

本
産

物
加
工
業
者
の
設
備
近
代
化
、

流
通

加
工
団
地
の
確
保
、

漁
船
の
大
型
化

に
対
し
、

市
内
に
点
在
す
る
造
船
所

を
協
業
化
す
る
た
め
の
用
地
、

犠
差

岸
壁
を
有
す
る
鉄
工
団
地
等
の
用
地

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

議
会
と
し
て
も
流
通
団
地

（水
産
物
、

青
果
物
）、加
工
団
地
を
中
心
に
各
地

の
状
況
等
の
視
察
を
行
な
い
市
場
開

設
後
の
運
営
状
況
、

加
工
団
地
内
業

者
の
営
業
状
況
、

汚
水
処
理
の
状
況

等
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
お
り
ま

す
。ま

た
、

こ
の
団
地
が
機
能
を
発
揮

す
る
の
は
近
い
将
来
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
交
通
体
系
の
問
題
を
合
め
既

設
の
商
店
街
と
の
関
連
な
ど
小
浜
市

発
展
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
研
究
課

題
で
す
。
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